
（別紙３）

～ 令和８年　３月　２０日

（対象者数） 26 （回答者数）
18

～ 令和８年　３月　２０日

（対象者数） 2 （回答者数）
2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利用児が落ち着いて過ごすことが出来るような配慮と環境作

りを引き続きおこなっていく。

2 担当者以外も会議や行事に参加していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
多機能型事業所の強みを活かし、生活介護の看護師に相談を

することがのできるように体制を整える。

2
併設事業所行事に放課後等デイサービスとして積極的に参加

していく。

3

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認

められる環境になっているか。 

パーティションをを活用することでパーソナルスペースの確保

に努めており利用児に落ち着く環境を提供している。

（自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 担当者が2名参加し、市内事業所との連携を図っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている

か。

相談支援専門員との連絡は密にとっている。学校とは送迎時に

申し送りをおこなっている。医療機関等とは連携が取れている

とはいえない。

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営を図っているか。

併設事業所が施設の祭りを開催しているため、放課後等デイ

サービスとして参加している。

令和８年　３月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　２５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法人ぬくもり福祉会　放課後等デイサービス　ぬくもりの郷（ぬくっこ）

○保護者評価実施期間
令和８年　３月　１０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


